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Ａ．研究目的 

エビデンスに基づいたロコモティブシン

ドロームの対策における簡便な介入方法を

模索する。 

 

Ｂ．研究方法 

対象者（74名：平均年齢 87.0歳、男性 15

名・女性 59名）に対し、ロコトレ指導（開

眼片足立ち訓練、スクワットを中心）を継続

的に行い、その効果判定のため：3か月毎に

運動機能（開眼片足立ち時間：バランス機能

の指標として、5回立ち上がり時間：下肢の

筋力指標：歩行能力指標として、握力：全体

の筋力指標として）を測定する。 

 

Ｃ．研究結果 

・開眼片足立ち時間の平均推移：14.2 秒

→14.2秒となった。維持・改善は全体の

52.7%となった。 

・5 回立ち上がり時間の平均推移：15.4 秒

→14.6秒となった。 

・維持・改善は全体の 56.8％となった。有

意差あり 

・握力の平均推移：17.7Kg→17.6Kgとなっ

た。 

・維持・改善は全体の 50.0%となった。 

 

Ｄ．考察 

継続的にロコトレを行うことにより、高

齢者においても運動機能の維持・改善が期

待できる。今回は開眼片足立ち、スクワット

を中心に行なったが今後さらに簡便かつ安

全で効果的な介入方法を検討していきたい 

 

Ｅ．結論 

ロコモ対策としてロコトレ訓練は効果が

期待できる。今後家庭においても簡便にで

きかつ安全で効果的な運動介入方法を開発

していきたい。 

 

Ｆ．研究発表 

  ■論文発表 

1. Tadano S, Tanabe H, Arai S, Fujino K, Doi T, 

Akai M. Lumbar mechanical traction: a 

研究要旨 

本研究の目的は，全国で事業展開可能なロコモティブシンドロームの対策における簡

便な介入方法の確立である。現在ロコモティブシンドローム対策として開眼片足立

ち、スクワット訓練を主として行いロコモ予防に成果をあげている。今後さらにどこ

でも誰でも安全に実施でき、効果の高い運動介入方法を考案し、全国４箇所の整形外

科診療所で実施。介入効果を検証する。また効果が実証された運動方法を全国的に速

やかに普及させるための手段を検討する。 
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